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を通じ、相互の繁栄に寄与することを目的とする任意団体です。趣旨をご理解の
上、広く各位の入会を希望します。
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5 月12日（日）の日本マラウイ協会第20回通
常総会（第2面記事参照）でマラウイの食糧

不足問題がとりあげられ、まずは関連情報を収集す
ることになりました。
　6月19日（水）の定例会に関連情報が持ち寄られ、
情報収集・発信と支援活動を始めることとなり、７
月６日（土）の国情セミナー・シマを食べる会（第2
～3面記事参照）を出発点といたしました。

　現在のマラウイの食糧不足に関係する問題として
は以下の点などが指摘されています。
　●食糧生産・流通システムの不備
　●エイズの蔓延による生産力の低下
　●統治・行政機能の不全
　●経済・財政運営の不備
　こうした指摘のとおり、マラウイの食糧不足の原
因は複雑であり、単に食糧を援助するだけでは根本
的な解決にはなりませんが、そのことは緊急食糧支
援の必要性を否定するものではないと私たちは考え
ます。また現在の日マ協会の機動力の限界やマラウ

イ側の状況を考え、国際連合世界
食糧計画 (WFP) のマラウイに対
する食糧支援に協力することにし
ました。
　7月 6日（土）のマラウイ独立
記念日の国情セミナー・シマを食
べる会に、それまでの検討に基づ
いて左の呼びかけを行いました。
また、国情セミナーではマラウイ
大使と大使館員から食糧不足問題
が強調されました。その結果、当
日、参加いただいた皆さんから合
計239,700円の募金が寄せられ
ました。

　7月6日以降、いろいろなメー
リングリストなどに募金の呼びか
けを発信し、7月17日（水）の定
例会では第1次募金の締め切りを
一応8月 15日 (木 ) とすること
に決めました。
　8月21日（水）の定例会でそれ
までに寄せられた募金を集計した
結果は642,000円となりました。
以下は募金とともに寄せられた
メッセージです。

●少しですが協力させて下さい。

●マラウイ隊員時代は、陸上、剣

　道にとサポートありがとうご

　ざいました。わずかですが、募

　金させていただきます。

●貧者の一灯ですがお役立てください。

●現在無収入学生の身、多くはできませんが大海の

一滴になれたら嬉しいです。WFPのニュースをよ

み、一層その深刻さを実感しました。

●マラウイの子供達の為につかって下さい。

●埼玉・OB会メールで見ました。少額ですが。

●マラウイ食糧支援のための募金のメールをいただ

き拝見しました。たしかに、去年マラウイを訪れ

た時、皆ライスばかり食べていたので不思議に思

い聞いてみると、「トウモロコシの出来が悪く、シ

マがたべられないんだ。」と話してくれたことを思

い出しました。しかし、現状はかなりひどいもの

だったんですね。私にとって大切なマラウイです。

もし、お手伝いできることがあるのであればとい

うことで、募金をさせていただきます。これは去

年のマラウイ訪問で残ったお金です。米ドルで申

し訳ありませんが、どうぞ受け取ってください。

マラウイと皆様に恵みと祝福がありますように。

　8月 27 日 ( 火 ) にWFP 日本事務所にマラウ
イへの指定寄付（マラウイ緊急食糧援助）として
642,000円を振り込みました。以下がその領収書で
す（別途、礼状も頂きました）。

　今後ともマラウイの状況を注視しながら、当面は
10月31日（木）を期限として第2次募金を行って
います。送金先などは前記の通りですので、皆様の
ご協力よろしくお願い申しあげます。

■第１次マラウイ食糧支援
募金の報告

▲ WFP日本事務所からの領収書

マラウイへの食糧支援のための募金のお願い

　マラウイでは、昨年末から、食糧不足が深刻になっています。2
月末には政府は国家災害事態を宣言しました。昨年12月から今年3月
の期間に500人以上が餓死したと政府は報道しています。今の時期から
来年3月にかけての穀物育成期には食糧不足はさらに悪化し、300万人
以上が食糧支援を必要とすると予測されています。必要量を満たすため
には48万 5,000トンの穀物を国外から必要としており、そのうち20万
トン以上を援助に頼らなければならないと考えられています。
　日本マラウイ協会では、今こそマラウイの友人達をすこしでも支援す
るために、食糧支援のための募金をお願いしています。現時点では国際
連合世界食糧計画 (WFP)のマラウイに対する食糧支援に協力すること
にしています。
　日マ協会宛に郵便振替にて募金される場合は、郵便局備え付けの一般
の郵便振替用紙を使用してください。振込み手数料が必要となります。

　● 口座番号　　00190-7-13125
　● 加入者　　　日本マラウイ協会
　● 通信欄に「マラウイ食糧支援」と書いてください。

　日マ協会の活動については、インターネット、機関紙などで報告しま
すので、情報を希望される方は、日マ協会への募金の際に、メールアドレ
スの記入をお願いいたします。
　他の募金の方法として、WFP日本事務所へ振り込むこともできます。
募金の対象国をマラウイに特定することなどの詳細については電話
045-221-2510、ファクス045-221-2511でお確かめください。
　募金の趣旨をご理解の上、よろしくご協力お願い申し上げます。

2002年 7月 6日
日本マラウイ協会
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　日本マラウイ協会の第20回通常総会が5月12日
（日）15:00から、東京・広尾の青年海外協力隊（JOCV）
広尾訓練研修センター大会議室で開かれた。
　第1号議案では平成13年度事業報告と決算報告
が行われた。活動は広報活動、文化活動、国際協力活動、
組織活動の4分野が柱となっており、機関紙発行、
国際協力フェスティバル参加、国情セミナー/シマ
を食べる会（懇親会）開催、第2回ウォームハート
プロジェクト（WHP）＝在マラウイJOCV隊員支
援活動＝など、平成13年度の活動とそれに伴う決算、
会計監査結果が報告された。特に、WHPでは、実際
に現地でご活躍いただき帰国間もない小野田 公氏
（H11-3）からプロジェクトに対する報告・説明があり、
日頃の定例会出席者からは小野田氏に対して労いの
言葉や質問、今回の案件採用に関して経緯説明等が
あった。
　第2号議案の平成14年度事業計画と予算案では、
基本的に前年度と同様に広報活動、文化活動、国際
協力活動、組織活動を中心に活動を展開していくが、
審議の結果、以下を特記事項とすることになった。
●当会設立20周年記念事業を行うこととし、詳細
については定例会で検討する。
●国際協力活動の一環として、マラウイの食糧不足
を会員やマラウイからの帰国隊員、一般へ周知す
る方策を検討するとともに、可能な支援策につい
て検討する。
●第3回のWHP申請の受付締切日は６月30日を
予定する。
●会員数に対する会費収納率の向上に努める。
　第1・2号議案は満場一致で承認された。
　なお、総会には前述の小野田氏をはじめ、やはり
帰国間もない富田 淳也氏（H11-1）、新会員の江上
三喜子氏（H9-2）の出席があり、マラウイの食糧不
足に関する情報交換などが行われ有意義な会となっ
た。

　日本マラウイ協会では3月20日（水）19時から、
東京・渋谷の青年海外協力隊広尾訓練研修センター
で新駐日マラウイ大使 Mr. James John Chikagoの
歓迎会を行った。
　新大使は1月10日に来日し、3月11日に天皇陛
下へ信任状を奉呈され、同日、日本外務省賓客のパテ
ル外務・国際協力大臣の来日に随行するなど忙しい
日々を送られていたところ、今回の歓迎会に至った
ものである。
　大使館側からは新大使ご夫妻をはじめ、参事官、
一等書記官、秘書を含め６名、一方、マラウイ協会
側からは数原会長夫妻以下、合計16名が出席した。
　会は、英語と草苅康子OG（H9-3）のチェワ語に
よる開会の言葉でチカゴ大使ご夫妻を驚かせること
から始まった。数原会長の歓迎の言葉の後、チカゴ
大使は、
●96～ 7年頃、ムランジェのティー・エステート
でマネジャーをしていた時、近くに薬剤師の日本
人協力隊員がたった1人でいた。地方への展開も
積極的に行ってくれる日本の協力隊を大変評価し
ている。
●天皇陛下への信任状奉呈の際にも、マラウイでの
協力隊員の活動はよく承知しており大変感謝して
いることをお伝えし、陛下もマラウイの協力隊に
はことのほか関心を示された。
●日本へ赴任の目的の１つには、マラウイへの投資

を促進してもらうことにある。協力隊OB/OGの
皆さんにも何かとお手伝いいただければありがた
い。
●日本人は平和を愛する国民ということが、これま
での日本とマラウイの交流でよくわかった。よっ
てマラウイ政府は、2月28日をもってマラウイ
へ旅行する日本国民に対し、入国ビザを不要とす
る決定をした。
　などと述べられた。

　この後、当会の山村理事の乾杯の音頭で歓迎の宴
に入った。それぞれ在任時代が異なる日本側出席者
は次々と大使と囲み、懇親を深めた。
　また、大使夫人は当会作成のマラウイ旅行ガイド
ブックに載っているマラウイ国歌の楽譜に興味を示
され、出席のOB/OG、数原会長らと一緒に同国歌
を歌われるなど和やかな雰囲気で会は進んだ。
　マラウイ協会では、今後も大使館主催の行事や当
会主催の行事で互いに協力していく予定である。

　日本マラウイ協会では７月６日（土）、マラウイ独
立38周年を記念して、国情セミナーとシマを食べ
る会を開催した。
　国情セミナーは午後２時から、駐日マラウイ国大
使Mr. James John Chikagoが約１時間にわたって、
最近のマラウイ国内情勢や日本との関係について講
演と質疑応答を行った。特に、今年初めから日本の
メディアでも取り上げられている同国及び周辺の南
部アフリカ各国での食糧不足についての説明および
支援要請があった。
　参加したOB/OGには20年以上前の派遣隊員も
おり、元任国の開発状況や最近の食糧不足の実態
を聞いて、認識を深めるよい機会となったとの声が
あった。

　

　午後３時からは、玄関前の物故隊員慰霊碑前に
集まり、Chikago大使と数原会長が献花した後、元
JICAマラウイ事務所員の水谷恭二氏より、マラウ
イ在任中に亡くなった12名の隊員の名前が読み上
げられ、全員で1分間の黙祷を行った。

　

　その後、会場を１階食堂へ移し「シマを食べる会」
を行った。初めにテープによるマラウイ警察音楽隊
のマラウイ国歌演奏の後、数原会長が独立38周年
への祝辞を述べるとともに、今後ともマラウイから
の帰国隊員および大使館双方の努力により同国の発
展が進むよう期待を述べた。
　これに対しChikago大使は、独立記念日行事を催
した当会に謝意を示すとともに、マラウイの各分野
で活動する青年海外協力隊員および帰国後もマラウ
イのことを忘れず日本とマラウイの友好親善・理解
促進のために活動している当会会員に謝意を示され
た。この後、チリマ参事官より、大使館職員と会場
の厨房でシマを調理中の大使婦人および職員婦人の
紹介が行われた。

　

　続いて、平成9年度3次隊の草苅康子OGのチェ
ワ語による乾杯の音頭で会は始まり、大使・大使館
職員・家族・OB/OGはシマを食しながら独立記念
日を祝い、懇親を深めた。
　参加者の中には遠くは徳島、新潟、宮城県から来
た人もおり総勢約60名となった。
　会は同期隊員や同じ時期に任国にいた人達のみな
らず、派遣年次の全く異なる人達とも距離・世代を
越えたマラウイ派遣OB/OG隊員同士の交流の機会
ともなった。

国情セミナー要旨

【大使発言】
●マラウイと日本には外交関係のみならず友情の絆

がある。

●マラウイは、高層ビルが林立しているわけではな

いが、政治面、社会面、経済面などで発展しつつ

ある。例えば今ではムズズにも拠点病院ができた。

ブランタイヤとムランジェの間の道路も立派にな

り、以前は2時間かかったが今では30分で行ける。

マンゴーチではシレ川にかかる橋が建て替えられ

た。この橋によって両岸の地区が一体となるだけ

でなく、マラウイとモザンビークの関係が強化さ

れた。衛星通信基地もできた。また、南アフリカの

スーパーマーケットチェーンや銀行が進出してき

ている。政治的な安定や犯罪の少なさが投資促進

要因となっている。マラウイはアフリカのスイス
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■新駐日マラウイ大使歓迎会 ■国情セミナーと
　シマを食べる会

▲ 大使着任を祝い乾杯

▲ 大使夫妻、チリマ参事官夫妻と

▲ 大使を囲んで

▲ 国情セミナーの様子

▲ 物故隊員慰霊碑の前で

■第20回通常総会開かれる
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である。

● しかし、貧困は続いている。鉱物資源が無いこと

も一因だろう。したがってマラウイ人は農業など

で一生懸命働かないといけない。問題はマラウイ

湖やシレ川の水である。雨が降らないと水不足に

なる。灌漑システムが整備されていないためマラ

ウイ湖の水を利用できないからである。また、多

くの川がマラウイ湖やシレ川に流れ込む一方で出

口はシレ川しかない。チルワ湖は泥がたまって調

節池の役割を果たせない。

このため恒常的に洪水が起こりやすい。よく機

能しているムランジェ川の灌漑システムのような、

より多くの灌漑システムやダムを建設する必要が

ある。

●食糧不足により　政府は2月 27日に国家災害事

態を宣言した。

●以前と異なり、小規模な自給的農家だけでは全国

に必要なとうもろこしを生産することはできない。

自給的な農業に加えて商業的な農業が必要である。

そのためには国際市場価格で買い取るなどのイン

センティブのある制度が必要だろう。

●米国国際開発庁はマラウイへの緊急食糧援助を展

開している。EUもFAOも食糧援助を始めている。

必要量をカバーするに足る援助を受けられること

を希望している。

●7月始めには杉浦外務副大臣がマラウイを訪問し、

村上JICA事務所長にも会った。10月にはムルジ

大統領が来日する予定だ。両国の関係は深まりつ

つある。日本の良い点は自国の影響をマラウイに

無理強いしないことだ。

●政治面では憲法問題が注目されている。憲法は多

くの部門の人によって起草されたので基本的事項

を規定する第1条とその他の条項は必ずしも整

合していない。大統領の三選禁止事項は第1条に

矛盾していると自分は考える。しかし三選支持グ

ループは多数を占められなかった。いずれにして

も、この問題で内戦が勃発するわけではない。こ

のことは8年間の民主政治の成果である。

●マラウイの経済はブランタイア、リロングウェ、

ムズズを中心に発展しているが、インフォーマル

部門が50%以上を占めるため、GDPなどの指標

の把握は困難である。例えば、公共交通部門には

多くのタクシーやミニバスが参入しているが、把

握することや徴税することには困難がともなう。

●文化の問題もある。多くの国民は過去の発想を

持っている。つまり、政府は何でもしてくれるも

のだと思っている。例えば、初等教育は無料となっ

たが、教育に対する不平は続いている。マラウイ

では70%以上の人が教育を受けていない。マラ

ウイが援助に依存すべきでないように、マラウイ

人は政府に依存すべきでない。各自が自立的で勤

勉にならなくてはいけない。

●通貨クワチャは統制されておらず変動している。

輸出や援助が増加すると上がり、その逆なら下が

る。主な輸出品目である茶やタバコは民間部門で

あり統制できない。したがってクワチャの変動の

予想は難しい。

●政治面や経済面で、概してマラウイは今のところ、

まずまずのできであると言えよう。だからこそ、

外資が進出してきている。日本企業が綿工場を政

府から引継ぐ可能性もある。綿などの繊維工場は

政府が操業するには難しい。

【大使館員による補足発言】
●日マ協会は大使館以上の役割を演じることもで

きよう。食糧は年末にむけて不足すると懸念され

ている。大使館経由でも食糧支援は可能だろう。

また、マラウイへの投資家の候補者がいたら教え

て欲しい。

●現在国民の65%が貧困層だ。旱魃などによる飢

餓を克服して1日3回食べられるようになるため

には支援が必要だ。

【質疑応答】
●食糧不足支援について

　支援のために日本国民全員が1円ずつ寄付する

と1億 2千 500万円という大きな金額になる。ど

うか関心を持っていただきたい。

●腐敗について

　以前の専制政治は腐敗したシステムであった。一

方、現在では言論の自由が認められている。した

がって汚職などが報道されやすい。場合によって

は過大に報道されるが、それを統制することは

できない。また腐敗を防ぐにも財源が必要である。

例えば、有力な政治家による犯罪を司法で追求す

るにも法制度の欠陥や執行能力の不足のみならず

財源が制約要因となる。

●近年における食糧備蓄の売却について

　3年前には大量の食糧があった。それは政府の肥

料支給などを通じた介入がとうもろこしの生産

を促進したことにもよる。複数年にわたる豊作の

一方で世界銀行は融資の返済を求めた。そのため、

洪水を予期することもできず、備蓄を売却してし

まった。

その後、洪水が発生した。飢饉と戦うためには

長期的な視点が必要であった。その年の需要が満

たされそうだからといって備蓄が不要なわけでは

なかった。しかし、飢饉はマラウイだけで発生し

ているわけではなく南部アフリカ一帯で発生して

いる。したがって備蓄の売却が食糧不足の主因で

はないであろう。

（以上は、出席者による非公式聞き取りメモの要約）

　久し振りのシマでした。仕事の都合で毎回参加で
きず、プー太郎の今年こそ！と参加させていただき
ました。やや小振りのシマはプリプリと銀のお皿に
盛られ、湯気をあげながら私に食べられるのを待っ
ておりました。熱々の真っ白なシマを指でつまんで
ちょいと丸め、ディオをのっけてお口に入れればマ
ラウイア～ンア～ンな味がひろがるのでした。
　今年のシマはマラウイ産の白シマと非マラウイ産
の黄シマが用意され、シマ初心者のうちの旦那は黄
シマが食べやすいなどと言っておりましたが、やは
りごはんは白米炊き立て、シマは白シマ作り立てで
はないでしょうか。
　隊員時代、私はこれで５キロは太り、キツネ目の
ペコちゃん状態になってしまいましたが、ハードな
勤務を乗り越えられるのはシマパワーしかない！と
の現地スタッフの教えは正しかった。ああ、みんな
元気でやってるのかしら。今年の食糧不足で苦労し
てるんじゃないかしら。普段からないないって言っ
ていたからなあ。「貯めておく」と「余ってる」は全
然違うのだ、というのがなかなか解ってもらえな
かったっけ。

　指をなめながら辺りを見回すと、見知った顔もち
らほらと。数年ぶりの近況報告をお互いに交わし、
チャンボが、グンビが、マンゴーが、と懐かしい食
べ物話で盛り上がるのでした。
　厨房では大使夫人自らが大鍋の前で腕を振るった
り、回したりの大健闘。60名の胃袋を満たさんと大
使館女性陣とOB/OGは汗だくで働いてくださって
いました。
　さて、あなたもいかがですか？来年もやりますよ。
ちょっと人生に疲れたかも、と思ったらマラウイ国
内でも食べられないマラウイセレブのWarm Heart
シマで憩いのひとときを過ごされては？

 　私は、昨年の10月に帰国いたしました。マラウ
イでは、ロビ適正園芸技術普及プロジェクト（以下：
ロビプロジェクト）の野菜分野を担当していました。
現在は、大学院に所属しています。
　帰国して、隊員生活を振り返っている時、「ロビ
の農民たちが相手にしている、『ダンボ』と呼ばれ
る季節性の低湿地帯って、いたい何なのだろう？伝
統農業を生かした農業開発って一体、具体的にどう
いったものなのだろうか？」という疑問が再び芽生
えて来ました。
　ロビプロジェクトにおいて農民たちが努力してき
たこと、後任が引き継いでさらに農民達と試行錯誤
していることは、大規模な農業開発よりも、在来的に
行ってきた農業を生かした持続的農業に向けた挑戦
です。分かっていることは、地域的なものや伝統的な
もの、文化的背景があってダンボを農業利用してい
ることだけは隊員生活を通して感じた確かなことだ
と思っています。隊員時代に考えたことは、彼らがダ
ンボを利用している理由は、ダンボ自体が比較的に
恵まれた肥沃な土地ではないかということです。
　ダンボについて少々見聞してきたことを書きま
す。ロビにおいては、もともと乾季には小さな水無
し川のような場所があり、本格的な雨季となる12
月前後から季節性低湿地帯という名の通り、ダンボ
は大きな河川や湿地になる場所を指します。また、
ダンボは1年中草に覆われていて、自然と牛が小規
模に放牧されています。ロビの農民達は、ダンボの
中では1.5ｍほどの浅い井戸でも水が確保できるこ
とからか、４月からの乾季にトマト、キャベツ、葉
カラシナといった園芸作物を育てる農民もいる、と
いった感じです。
　ダンボが比較的肥沃な土地であるという個人的根
拠として考えていることは、水の確保という大きな
利点の他、
①川になることで、雨季に川にならない場所と上流
から、放牧されている牛の糞を含む有機物が流れ
て来ること、
②1年中草に覆われていることで、水分が保たれて
いること、

■シマを食べる会に参加して

【投稿】

H3-3　臨床検査技師　工藤ちひろ

■帰国して考えること
H11-1　野菜　富田淳也

▲ 参加者一同で記念写真
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③1年中草に覆われているということは、今まで野
菜などを栽培したことがなく、栽培した時に病害
虫が少ないのではないか、さらに伝統的な背景が
あって、園芸作物が育てられて来たのではないか、
ということ等を考えています。
　文献によりますと、サブサハラ砂漠以南の熱帯ア
フリカ地域において、ダンボに似た環境は8,500万
haに及ぶと書かれていました。南部ナイジェリア
では、主食が米であるという食文化の違いからか、
90％以上の季節性低湿地帯が農業利用されていま
す。また、ジンバブエでは、プランテーションが行っ
てきた開発によってダンボ植生が変化し、ダンボの
枯渇化を背景としてダンボ利用の法律規制がなされ
ています。貨幣経済が進むにつれて、マラウイにお
いても、ダンボの農業利用はますます進むのではな
いだろうかと思います。
　主観的になってしまいますが、私がなぜ各国各地
域の伝統農業に興味を持つかと言いますと、「限ら
れた環境の中で、生きるために続けられてきた営み
であることは、地域環境を積極的に守るという思想
がないと為し得ないものではないか」と、考えてい
るからです。もう少しロビの農民達から知恵を学び、

地域環境に則した生き方というものを模索したく思
い、私は進学の道を選びました。
　青年海外協力隊で経験した2年間、皆様しか知ら
ない文化や風習も多く、経験上感じてきた問題点も
再度経験しないと分からないものが大半かと思い
ます。そういったものを表現できる場があるならば、
今後、国内外問わず、農業分野に大きく役立つので
はなかろうかと浅はかながら考えています。（もう１
度マラウイの土を踏みたいということが本音なのか
も知れませんが・・・）こんな考え、いかがでしょうか。

①新駐日マラウイ大使歓迎会を開催
　【3月20日】（第2面の記事参照）

②第20回通常総会を開催
　【5月12日】（第2面の記事参照）

③国情セミナー・シマを食べる会を開催
　【7月6日】（第2～3面の記事参照）

④ 食糧支援募金活動を実施
　【6～8月】（第1面の記事参照）

▲ 本場ロビ地域の伝統農法の１つ、マウンド農法“チクーサ”

▲ これが、日本版“チクーサ”です

《日本マラウイ協会》
平成 14 年 3 月～ 8月活動内容

■「国際協力フェスティバル2002」出展協力者募集
　毎年恒例の「国際協力フェスティバル」が来る10月5・6日（土・
日）に東京・日比谷公園で開かれます。日本マラウイ協会は今年
もチョンベティーや民芸品の販売などを計画しています。当日のス
タッフを募集していますので、お手伝いいただける方は右記の電話・
FAX・E-Mail へご連絡をお願いします。

■ 日本マラウイ協会設立20周年記念事業
　日本マラウイ協会は来年2月 26日に設立20周年を迎えます。
当会ではこれを記念する事業を計画しています。現在のところ、
CD-ROM写真集の発行などの案がでております。詳細が決まりま
したらご案内しますので、皆様のご協力をお願いします。

■ ホームページの刷新
　8月中旬に当会のホームページを刷新し、内容の充実化を図りま
した。食糧支援募金の動きなども随時、内容の更新に努めていきます。
是非、アクセスしてください。また、ご意見・ご要望をお待ちして
います。
URL : http://www.joca.or.jp/malaw/malawi-j.htm

■日本マラウイ協会の刊行物
(1) チェワ語辞典 統合改訂版（2000年 7月発行）
B5版186ページ　1部1,500円（送料310円）

(2) マラウイ旅行ガイド 新訂第2版（97年 7月発行）「アフリカ
の暖かき心、湖とサバンナの大地へ」B5版 108ページ 1 部 
1,200円 ( 送料 310円 )

(3) 国情紹介誌「Malawi - The Warm Heart of Africa」第 2版 
（94 年 7 月発行）A4 版 40 ページ　1 部 1,000 円 ( 送料
310円 )

　各書ご希望の方は、本ページ最後の入会方法の欄に記載の郵便振
替口座または銀行口座宛に、代金および送料をお送りください。そ
の際、郵便振替の場合は振替用紙の通信欄に必ず「xxxx  xx 冊希望」
と明記してください。銀行振込の場合は事前に必ずE-mail、あるい
は電話 /FAXで「xxxx  xx 冊希望」と当会宛連絡してください。

■ご意見、ご質問をどうぞ
　日本マラウイ協会に対するご意見、ご要望、ご質問などありま

したら、右記当協会宛へご遠慮なくお寄せください。また、電子
メールによるマラウイ関連情報の配信も行っておりますので、電
子メールアドレスをお持ちで、ご希望の方は、あわせてご連絡く
ださい。

■日本マラウイ協会 月次定例会
　日本マラウイ協会では、毎月第3水曜日18:30～に、東京都
内（通常は JOCV広尾訓練研修センター1F 研修室2）で、月
次定例会を開催し、マラウイ関連の支援活動などについての討議
や、マラウイ関係者間の情報交換などを行っております。参加は
会員でなくても構いません。初めての方も大歓迎です。詳しくは
当協会までお問い合わせください。

■日本マラウイ協会 入会方法
　ご連絡いただければ入会申込書をお送りしますので、各項記入
の上ご返送ください。
E-Mail で入会希望の旨を連絡くださっても構いません。また、
入会金と年会費の合計（個人正会員の場合 1,000 円 +3,000
円 =4,000円）を下記の銀行口座または郵便振替口座へお送り

ください。（郵便振替口座が安くて便利です）

〒150-0012
東京都渋谷区広尾4-2-24
青年海外協力協会気付　日本マラウイ協会
TEL：03-3447-2921
FAX：03-5798-4269
E-mail：japan-malawi@mc.neweb.ne.jp

● UFJ銀行　東恵比寿支店普通口座255739
　口座名義人　日本マラウイ協会　代表者　卜部敏男
（ニホンマラウイキョウカイ　ダイヒョウシャ　ウラベトシオ）
●郵便振替　00190-7-13125
　加入者名　日本マラウイ協会

また、協会規約その他についても上記宛お問い合わせください。


